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大
切
に
し
た
い
区
民
の
財
産

過
申
厄

尋
屈
温
。
宙
偲

中宮遺跡を見学する武蔵高校の皆さん

区
で
は
、
多
数
散
在
す
る
原
始
・
古
代
を
主

と
し
た
藷
遺
跡
の
把
捉
と
、
保
護
に
努
め
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
地
価
の
高
騰
に
よ
る
土
地
利

用
の
活
発
化
で
、
遺
跡
は
破
壊
の
危
機
に
さ
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。
遺
跡
地
で
の
建
築
工
事
等
の

際
は
、
現
状
で
の
保
存
の
た
め
区
民
・
事
業
者

の
協
力
を
い
た
だ
く
ほ
か
、
や
む
を
え
ず
破
壊

さ
れ
て
し
ま
う
場
合
は
、
教
育
委
員
会
や
調
査

団
体
が
発
掘
調
査
し
、
記
録
保
存
の
措
置
を
と

っ
て
い
ま
す
。

激
増
し
た
埋
蔵
文
化
財
の
相
談
・
問
合
せ

昭
和
6
3
年
度
、
窓
口
で
の
照
合
は
2
9
6
件
で
、

発
掘
の
届
出
は
3
3
件
。
試
掘
は
5
3
件
。
発
掘
調

査
は
7
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
三

か
月
で
す
で
に
1
0
0
件
以
上
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
元
年
度
中
に
実
施
さ
れ
る
主
な
調
査
は
、

後
述
の
「
東
早
淵
」
　
「
中
宮
」
の
ほ
か
、
「
愛

宕
下
」
　
「
比
丘
尼
橋
」
な
ど
の
各
遺
跡
の
発
掘

調
査
で
す
。
こ
の
他
に
も
、
小
規
模
な
発
掘
調

査
や
、
前
年
度
発
掘
し
た
遺
跡
の
整
理
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

親
子
発
掘
教
室
な
ど
、
「
東
早
淵
」
で
は

区
民
参
加
で
遺
跡
の
保
存
・
活
用
が
…

区
内
に
は
、
石
神
井
に
「
池
淵
史
跡
公
園
」

が
あ
り
、
遺
跡
が
埋
戻
し
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
宮
一
丁
目
で
、
公
園
を
整
備
す
る
に
あ
た
っ

て
、
旧
石
器
か
ら
奈
良
・
平
安
時
代
に
か
け
て

の
遺
跡
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
区
民
参

加
で
史
跡
公
園
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
既
に
練
馬
区
報
7
月
1
日
号
で
募
集
し

た
親
子
発
掘
教
室
や
、
遺
跡
発
掘
探
険
隊
な
ど

が
、
7
月
2
4
日
か
ら
8
月
1
1
日
ま
で
の
間
に
発

掘
調
査
を
し
ま
す
。
二
般
の
見
学
者
は
フ
ェ

ン
ス
の
外
側
か
ら
と
な
り
ま
す
）

「
中
宮
遺
跡
」
で
は
、

発
掘
現
場
見
学
会
を
予
定

石
神
井
川
流
域
で
、
東
早
淵
よ
り
や
や
上
流

の
早
宮
三
丁
目
で
、
都
営
住
宅
建
替
の
た
め
の

事
前
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
危
険
防

止
の
た
め
、
普
通
は
見
学
で
き
ま
せ
ん
が
、
特

に
日
時
を
定
め
て
、
一
般
見
学
会
を
開
催
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
8
月
下
旬
の
予
定
で
、
詳

し
く
は
、
区
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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区
内
に
現
存
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
庚
申

塔
は
、
1
3
2
基
あ
り
ま
す
。

古
く
は
寛
文
3
年
　
二
六
六
三
）
　
か
ら
昭
和

4
9
年
　
二
九
七
四
）
　
ま
で
、
そ
の
時
々
の
人
々

の
庚
申
待
僕
養
成
就
や
二
世
安
楽
な
ど
を
祈
願

し
て
造
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

江
戸
時
代
か
ら
続
く
寺
社
の
境
内
に
は
、
庚

申
塔
を
含
め
た
石
造
物
が
数
多
く
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
元
は
村
境
や
交
差
点
な

ど
の
路
傍
に
立
っ
て
い
ま
し
た
が
、
区
画
整
理

河
川
改
修
・
道
路
の
拡
幅
や
新
設
・
宅
地
造
成

な
ど
、
開
発
の
波
に
押
さ
れ
て
寺
社
に
納
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
長
い
年
月
、
庶
民
の
信
仰
の
対

象
で
あ
っ
た
庚
申
塔
が
、
で
き
れ
ば
元
の
場
所

に
置
か
れ
続
け
る
こ
と
を
望
み
た
い
の
で
す
が
、

都
市
化
の
進
む
現
状
で
は
無
理
な
の
で
し
ょ
う

か
。次

に
、
移
設
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
庚
申
塔
の

例
を
紹
介
し
、
参
考
に
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
造
文
化
財
の
移
設
を
め
ぐ
9
て

こ
、
つ
し
ん
と
、
つ

－
　
庚
申
塔
を
中
心
に
し
て
　
ー

文
化
財
保
護
推
進
員
　
校
本
　
龍
雄

今神道記念碑と庚申塔（氷川台二丁目）

「
氷
川
台
2
－
7
の
今
神
道
記
念
碑
と

享
保
7
年
二
七
二
二
）
の
庚
申
塔

「
記
念
碑
と
庚
申
塔
が
な
く
な
っ
た
」
と
い
う

知
ら
せ
を
聞
い
た
の
は
、
今
年
4
月
3
日
の
こ

と
で
し
た
。

早
速
出
か
け
て
聞
き
歩
い
た
と
こ
ろ
、
今
ま

で
倉
庫
だ
っ
た
場
所
を
、
地
主
の
方
の
意
向
で

駐
車
場
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
3
月
末
に
移
設

し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

記
念
碑
は
氷
川
台
2
1
3
の
諏
訪
神
社
に
、

庚
申
塔
は
錦
1
－
1
9
の
円
明
院
に
移
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

わ
ガ
ま
竜
再
発
見

春
の
史
跡
散
歩
圏寿福寺境内での説明（春日町三丁目）

去
る
5
月
2
1
日
　
（
日
）
、
恒
例
の
春
の
史
跡

散
歩
を
行
な
い
ま
し
た
。
　
小
雨
模
様
の
中
、

約
2
0
0
名
が
参
加
し
て
、
3
時
間
半
の
散
策
を
楽

し
み
ま
し
た
。

参
加
者
の
全
体
を
二
班
に
分
け
、
講
師
の
先

生
方
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
練
馬
城
跡
・
向

山
庭
園
・
尾
崎
遺
跡
資
料
展
示
室
・
春
日
神
社

寿
福
寺
・
中
宮
遺
跡
・
十
一
か
寺
・
白
山
神
社

阿
弥
陀
寺
の
順
に
見
学
し
ま
し
た
。
身
近
な
史

跡
か
ら
練
馬
の
昔
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
ま

さ
に
わ
が
ま
ち
再
発
見
の
ひ
と
と
き
で
し
た
。

－2－
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二
、
貫
井
4
－
3
0
の
二
基
の
庚
申
塔

右
　
宝
永
元
年
二
七
〇
四
）
造
立
。

左
　
元
禄
5
年
（
一
六
九
二
）
造
立
。

真
申
に
割
れ
目
補
修
の
跡
あ
り
。

こ
の
二
基
は
、
昨
年
工
事
が
始
ま
っ
た
時
の

話
で
は
、
元
の
場
所
に
置
く
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
貫
井
5
－
7
の
円
光
院
山
門
前
の
左
側

に
移
設
さ
れ
、
元
の
場
所
に
は
電
話
ボ
ッ
ク
ス

が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

残
念
な
こ
と
は
、
割
れ
目
の
つ
い
て
い
た
庚

申
塔
の
上
部
が
、
欠
損
し
た
ま
ま
移
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
欠
け
た
部
分
は
何
者
か
に
持
去
ら
れ

て
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

三
、
郷
土
資
料
室
に
移
設
さ
れ
た

五
基
の
庚
申
塔
の
内
の
一
基

享
保
1
2
年
（
一
七
二
七
）
　
の
方
形
笠
付
型
の

庚
申
塔
は
、
元
は
豊
玉
北
5
－
7
に
あ
り
ま
し

た
。
持
主
の
望
月
さ
ん
の
転
居
と
と
も
に
、
石

神
井
町
8
－
4
2
に
移
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭

和
6
0
年
、
区
外
へ
転
居
す
る
際
に
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
す
。

四
、
八
王
子
に
移
さ
れ
て
い
た
庚
申
塔

こ
の
庚
申
塔
は
貫
井
3
－
3
3
に
あ
っ
た
も
の

で
す
が
、
し
ば
ら
く
の
間
、
行
方
不
明
で
し
た
。

昭
和
5
0
年
、
地
元
の
学
校
の
先
生
の
知
ら
せ
で

所
在
が
わ
か
り
ま
し
た
。

移
さ
れ
て
い
た
庚
申
塔
（
八
王
子
市
廿
里
町
）

■
V
‥
日
日
兵
・
一
‥
日
暮
－
【
上
目
日
日
－
エ
ー

日
日
桑
轟
－
H
H
t
I
q
J
‥
H
…
○
‥
H
H
●
V
H
H
l
・
■
上
目
〓
■
1
号
－
H
i
i
■
】
り
日
用
○
り
H
H
l
●
H
H
H
口
重
l
王
－
暮
－
‥
＝
H
H
H
員
H
H
H
－
…
H
H
I
1
●
u
n
H
H
○
M
H
H
l
H
H
l
■
l
晃
H
H
l
九
日
目
■
●
・
．
日
日
尋

郷土資料室収蔵品シリーズ

ちゃが馬（郷土資料カードより）

練
馬
区
の
一
部
の
農
家
で
は
、
七
夕
ま
つ
り

の
か
ざ
り
と
し
て
、
色
た
ん
ぎ
く
を
つ
け
た
笹

竹
に
、
「
ち
ゃ
が
馬
」
を
つ
け
る
風
習
が
残
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
馬
は
「
ち
が
や
」
や
、
稲

わ
ら
等
を
つ
か
っ
て
、
牡
牝
一
対
が
つ
く
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
前
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

お
供
え
物
が
置
か
れ
ま
す
。

七
夕
が
終
る
と
、
川
に
流
し
た
り
、
屋
根
に

投
げ
あ
げ
た
り
、
木
に
し
ぼ
り
つ
け
た
り
し
ま

し
た
。昔

か
ら
人
々
の
間
で
は
、
こ
の
馬
は
祖
先
の

霊
の
乗
物
で
あ
っ
た
り
、
子
孫
の
繁
栄
と
作
物

の
豊
作
を
も
た
ら
す
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
き
た

も
の
で
す
。

＝＝－．＝＝：．．ここ＝．‖こ．亡こ＿＝：○＝＿こ＿＝＝こ．．＝；訂．．ここJl＝＝．＿＝】ニペ＝＝＿ここ＿晶

場
所
は
八
王
子
市
廿
里
町
の
山
腹
に
あ
る
白

山
神
社
参
道
の
途
中
の
革
の
中
に
移
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

「
元
禄
1
3
年
二
七
〇
〇
）
　
武
州
豊
嶋
郡
上

練
馬
之
内
貫
井
村
　
結
衆
十
五
人
」
と
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

以
前
、
個
人
の
敷
地
内
と
個
人
墓
地
内
に
あ

る
庚
申
塔
を
調
査
し
た
時
「
こ
れ
は
ど
う
い
う

も
の
で
す
か
」
と
家
人
に
聞
か
れ
、
庚
申
信
仰

に
つ
い
て
説
明
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

信
仰
心
が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
致
し
方
な
い

と
し
て
も
、
祖
先
が
残
し
て
く
れ
た
文
化
財
を

大
切
に
す
る
心
だ
け
は
失
い
た
く
な
い
も
の
で

す
。

3
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古
長
春
め
く
り

古
民
家
を
目
の
当
り

に
見
て
、
古
き
を
た
ず

ね
て
新
し
さ
を
知
る
が

如
く
、
昔
の
生
活
の
厳

し
さ
不
便
さ
が
分
か
り

今
の
生
活
の
豊
か
さ
、

便
利
さ
を
幸
せ
に
思
う

反
面
、
何
か
土
の
感
触

や
煙
の
匂
い
は
郷
愁
を
誘
い
、
心
の
暖
か
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

－
1
春
の
文
化
財
講
座

6
月
1
5
・
1

6
日

展
示
建
造
物
の
名
主
宅
、
商
家
、
武
家
屋
敷
、

網
元
の
家
の
柱
や
梁
の
建
材
の
立
派
さ
に
驚
き

ま
し
た
が
、
小
作
人
、
長
屋
住
い
の
町
人
、
漁

師
の
家
等
も
、
ど
ん
な
生
活
様
式
な
の
か
、
見

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
有
意
義
な
一
日
を
す
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

豊
玉
南
三
丁
目
米
谷
治
子

（
参
加
者
の
お
一
人
に
、
感
想
を
書
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
－
係
）

読
者
の
み
な
さ
ん
の
投
稿
を
募
集
中
／

「
ね
り
ま
の
文
化
財
」
は
、
毎
年
1
・
4
・

7
・
1
0
月
の
発
行
予
定
で
す
。
文
化
財
保
護
行

政
の
た
め
の
P
R
紙
と
い
う
性
格
を
越
え
て
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
財
関
連
サ
ー
ク
ル
等
の

お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
て
1
8

文
字
の
原
稿
を
お
送
り
下
さ
い
。
（
応
募
原
稿

は
返
却
し
ま
せ
ん
。
コ
ピ
ー
を
お
取
り
下
さ
い
）

あ
や
し
い
光
を
放
ち
、
群
舞
す
る
ホ
タ
ル
。

そ
ん
な
光
景
が
東
京
か
ら
失
わ
れ
て
、
す

で
に
長
い
時
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

郷
土
資
料
室
で
4
日
間
お
こ
な
っ
た
ホ
タ
ル

の
観
察
会
に
は
、
の
べ
3
5
1
人
の
方
々
が
参
加
さ

＝

文

化

財

日

誌

＝

（
平
成
元
年
4
月
1
日
～
6
月
3
1
日
）

（
4
月
）

1
9
日
　
埋
蔵
文
化
財
立
会
　
（
平
和
台
一
丁
目
）

中
宮
遺
跡
　
発
掘
調
査
準
備

2
3
日
～
3
0
日
　
稲
荷
山
遺
跡
展

2
4
日
～
2
7
日
　
大
泉
井
頭
遺
跡
試
掘
調
査
（
東

大
泉
七
丁
目
、
縄
文
中
期
竪
穴
住
居
？
）

2
5
日
　
中
宮
遺
跡
発
掘
調
査
開
始
（
早
宮
三
丁

目
、
古
墳
時
代
等
住
居
址
数
軒
他
、
縄
文

早
・
中
期
、
弥
生
後
期
等
遣
物
多
数
）

（
5
月
）

8
日
　
埋
蔵
文
化
財
実
踏
　
（
関
町
北
三
丁
目
）

24　22　211910

日　日　日　日　日

（
東
大
泉
二
丁
目
）

（
大
泉
町
三
丁
目
）

れ
ま
し
た
。

ず
い
ぶ
ん
遠
方
か
ら
や
、
小
さ
な

史
跡
散
歩
（
練
馬
コ
ー
ス
　
2
0
0
名
）

埋
蔵
文
化
財
立
会
（
東
大
泉
二
丁
目
）

住
宅
調
査
　
（
向
山
三
丁
目
）

民
具
収
集
　
（
北
町
一
丁
目
）

2
7
日
～
2
8
日
　
日
本
考
古
学
協
会
大
会

（
6
月
〉

1
日
　
東
早
淵
遺
跡
試
掘
調
査
準
備

5
日
～
9
日
、
1
2
日
　
東
早
淵
遺
跡
試
掘
調
査

（
早
宮
一
丁
目
、
弥
生
後
期
等
住
居
跡
1
0

数
軒
、
縄
文
早
・
中
期
、
弥
生
後
期
、
奈

良
、
平
安
等
遺
物
多
数
）

1
3
日
　
文
化
財
調
査
　
（
水
車
）

お
子
様
連
れ
な
ど
。

初
め
て
ホ
タ
ル
を

ご
ら
ん
に
な
っ
た

と
い
う
人
も
あ
り

ま
し
た
。

1
4
日

1

5

日

～

1

6

日

1

7

日

～

1

8

日

2

4

日

～

2

5

日

2
6
日

2

9

日

～

3

0

日

文
化
財
保
護
推
進
員
合

文
化
財
講
座

ホ
タ
ル
観
察
会
（
郷
土
資
料
室
）

文
化
財
保
護
審
議
会

埋
蔵
文
化
財
試
掘
　
（
豊
玉
南
）
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